
 

平成２７年 第１０回 定例教育委員会 会議録 

 

招集日時 平成２７年１０月２１日  午後 ６時３０分 

開会日時 平成２７年１０月２１日  午後 ６時３０分 

閉会日時 平成２７年１０月２１日  午後 ７時３０分 

開催場所 ふじみ野市役所増築棟３階災害対策室 

教 育 長  朝 倉  孝 

書 記 小 川 正 樹 

委 

員 

出 

席 

状 

況 

席番 氏  名 出席別 説明のため出席した者 

１ 冨田信太郎 出 教育部長  中野  則之 出 大井中央公民館長 三上 隆夫 出 

２ 塩野 好一 出 総務課長  皆川  恒晴 出 上福岡歴史民俗資料館長 原口雅樹 出 

３ 山城いづみ 出 学校教育課長 三宅 雅生  出 総務課主幹 新井 操 出 

４ 伊藤 英夫 出 学校給食課長 忽滑谷 敏之 出 学校教育課主幹 山崎 直樹 出 

   社 会 教 育 課 長  小 林  清 出 学校給食課主幹 佐藤 友直 出 

 

上福岡図書館長 宮井さゆり 出 学 校 給 食 課 主 幹  原 田  準 一 出 

  学校教育課副課長 星野 和久 出 

傍聴人数 ０人 

会 議 概 要 

議  事  等 

【公 開】 

第５６号議案、「ふじみ野市教育委員会事務局組織規則等の一部を改正することについて」（可決） 

第５７号議案、「ふじみ野市小学校英語活動助手及び中学校英語指導助手派遣業務委託プロポーザ

ル選定委員会設置規程を制定することについて」（可決） 

第５８号議案、「ふじみ野市教育委員会決裁規程及びふじみ野市教育委員会職員の勤務時間に関す

る規程の一部を改正することについて」（可決） 

  

 (１８時３０分) 

教育長 

 

 

 

 平成２７年第１０回定例教育委員会会議の開会を宣言。 

ただ今から、平成２７年第１０回定例教育委員会会議を開催いたします。 

 まず始めに、第９回定例教育委員会会議録の承認についてです。 

事前に各委員へ配られておりますが、何か確認事項等はございますでしょう

か。 
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各委員 

教育長 

各委員 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各委員 

教育長 

 

 

 

 

（特になし） 

特に無いようですので、この内容で承認してよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

 それでは、会議録につきましては、この内容で承認といたします。後ほど、

各委員の署名をお願いします。 

 次に報告をさせていただきます。 

・各学校、各施設について、大きな事故等はありません。 

・１０月１日に上福岡図書館、西公民館図書館がＴＲＣという民間の指定管

理者による運営となりました。事前準備がよく整えられ大きな混乱もなく引

き継がれました。ただ、図書館に入った印象が公営のものとあまり変わりま

せんでしたので、夜の開館時間が伸びたことや休館日を減らしてサービスを

向上させたことをアピールするように話しました。今後の図書館の大切な役

割は、いかに多くの市民の皆さんのニーズを取り入れ、市民の皆さんととも

に図書館をつくっていけるかという点にあります。これまで図書館に関わっ

ていただいたボランティアの皆さんにも、指定管理に代わったことによって、

ボランティアの方々とのかかわり方が変わっていくのか、あるいは、かわら

ないのかも含めてボランティアの方や指定管理者にもお話をさせていただ

き、民間の方々とボランティアの方々とをどのようにつなぎ合わせていくの

かが、教育委員会の役割と考え力を入れていきたいと思っています。 

・小学校につきましては、今、修学旅行のシーズンです。今の所、どこの小

学校も天気に恵まれて、順調に行われています。 

・公民館でこれから市民文化祭が始まります。是非、ご覧いただければと思

っています。 

 以上、何点か報告させていただきましたが、確認事項等はございますでし

ょうか。 

（特になし） 

 よろしいですか。 

 それでは議事に入ります。 

本会議に提案させていただく議事を申し上げます。 

第５６号議案、「ふじみ野市教育委員会事務局組織規則等の一部を改正する

ことについて」 
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教育部長 

教育長 

 

 

学校給食課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

学校給食課主幹 

 

 

 

教育長 

 

冨田委員 

 

 

 

教育長 

各委員 

教育長 

第５７号議案、「ふじみ野市小学校英語活動助手及び中学校英語指導助手派

遣業務委託プロポーザル選定委員会設置規程を制定することについて」 

第５８号議案、「ふじみ野市教育委員会決裁規程及びふじみ野市教育委員会

職員の勤務時間に関する規程の一部を改正することについて」 

以上、議案３件でございます。 

 教育部長から提案理由をお願いします。 

 議案書に基づき提案理由を説明。  

 始めに、第５６号議案及び第５８号議案は関連がありますので併せて議題

といたします。 

両議案の説明を、学校給食課長よりお願いします。 

 新旧対照表にて説明。第５６号議案は、今年の９月にふじみ野市立学校給

食センター設置条例の一部改正が可決したことに伴い、大井及び上福岡給食

センターの名称の変更による事務局組織規則及び給食センター管理運営規則

の一部改正です。また、５８号議案の教育委員会決裁規程については、「市立」

の「立」が取れたことによる改正、職員の勤務時間に関する規程では、上福

岡と大井の給食センターの名称を「なの花」と「あおぞら」に変更したこと

に伴う一部改正です。 

 市立の立が取れた理由をお願いします。 

 合併時のすり合わせの中で、「市立」とする場合は、館であること一般の市

民の皆さんが利用する施設であることが取り決められました。このことによ

り、給食センターは館ではあるけれども一般の市民が利用する施設ではない

のでふじみ野市給食センターとなります。 

 以上、市立と市の違いを説明いただきましたが、このほかに、各委員の皆

様から、ご質問がございましたらお願いします。 

 先日、新給食センターを見学させていただきありがとうございました。 

 順調に進んでいるようで何よりです。今、マンションの基礎杭の件で報道

がされていますが、この施設でも、支持層に届かないということで摩擦杭を

しっかり使用していただき、ありがたく感じています。 

 他は如何でしょうか。 

（質疑無し） 

 他に質問がないようですので、お諮りします。 



 

- 4 - 

 

 

各委員 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 

学校教育課長 

 

 

第５６号議案及び第５８号議案は原案のとおり決定してよろしいでしょう

か。 

（全員賛成） 

 賛成総員と認め、第５６号議案及び第５８号議案は、原案のとおり決定い

たします。 

 次に、第５７号議案を議題といたします。 

本議案の説明を、学校教育課長よりお願いします。 

 ふじみ野市小学校英語活動助手及び中学校英語指導助手派遣業務委託プロ

ポーザル選定委員会設置規程について説明します。この議案は、本市の定め

るふじみ野市プロポーザル方式による委託業務等の契約事務処理要領第５条

のプロポーザル選定組織を設置、第６条の作成する書類に選定組織設置規程

を掲げていることから、プロポーザルの審議を厳正かつ公正に行うために設

置するものです。 

委員の構成は、教育部長、総務課長、学校教育課長、学校教育課主幹、契

約法務課長の５名です。必要があると認められた場合には、委員以外の助言

者として小学校長代表、中学校長代表の出席を求めます。その他、組織、所

掌事務及び会議運営を規定するものです。なお、委員会の庶務については学

校教育課で行います。 

 なぜ、小学校は英語活動助手で中学校は英語指導助手と表現するのかを教

えてください。また、なぜプロポーザル選定員会で選ぶのか、プロポーザル

方式の意味も含めて教えてください。 

 小学校においては外国語活動という授業があり、学習指導要領に原則とし

て外国語のうち特に英語を取り扱うことと規定されていることによるもので

す。また、中学校におきましては、外国語科となっている中で英語の履修が

原則となっているため、小学校は活動助手、中学校は指導助手と表していま

す。 

 基本的には、小学校では教科でなく外国語活動という時間で行い、中学校

では英語科という教科での指導の助手となっています。 

 プロポーザル方式は、企画提案という意味があり、価格のみでなく企画提

案の内容や質についても選定の対象としており、ふじみ野市の教育にふさわ

しい業者を選定できるものと考えます。 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

伊藤委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

伊藤委員 

教育長 

各委員 

教育長 

 

 

 

 

 以前、当初は小学校には派遣は行っておらず、中学校のみでした。当初は

文部科学省と外務省で作るジェットプログラムという団体が、海外から優秀

な方を呼んで市町村の各学校に配置していました。その場合、渡航費用や住

宅費用、研修旅費など市町村の負担が大きいものでした。それが次第に民間

業者に委託するようになり、研修や住宅の世話も業者負担となっています。

その業者を選定する方式としてこれまでもプロポーザル方式で行ってきまし

た。 

 他にご質問等はございますか。 

 この規程を運用して選定する場合、外国人といっても色々でネイティブな

のかそうでないのか、最近は人員不足でいろいろな国の出身者が来ているよ

うです。その点は如何でしょうか。 

 プロポーザルを行う場合の審査内容ですが、ＡＬＴの国籍、日本滞在の年

数、経験年数など細部にわたり審査を行います。現在もアメリカ国籍やイギ

リス国籍、カナダ国籍の方がおります。あるいは日系２世という方もいます。

実績に基づいて選定させていただいています。 

 小学校の場合には英語の発音に慣れる目的もあります。他市の状況を見る

と東南アジア系の方も採用されているようです。こうした方々の発音はネイ

ティブの発音ではないため、小学校の頃からそれに触れさせるという点では

如何なものかとも思います。 

 教育委員会としましては、よりネイティブなスピーカーを配置したいとう

要望を出していきたいと思います。プロポーザルの審査にも研修内容や能力

評価という項目もありますので、よりネイティブな方の配置を前提に行って

まいります。 

 その点のご配慮いただけたらと思います。 

 その他にございますか。 

（質疑無し） 

 一番の基準は、人です。人格的に子供たちと接する方ですので、間違いの

ない方、子供への愛情を持っている方を要望しまして、最終的には教育委員

会でも面接をして採用を決めていきます。そのようにして、プロポーザルを

進めさせていただきたいと思います。 

 他に質問がないようですので、お諮りします。 
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各委員 

教育長 

 

 

 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５７号議案は原案のとおり決定してよろしいでしょうか。 

（全員賛成） 

 賛成総員と認め、第５７号議案は、原案のとおり決定いたします。 

 以上で、本日の審議を終了いたします。 

 次に、各課から別件で報告をしておくべき事項がありましたらお願いしま

す。 

 去る９月２９日（火）にふじみ野市教育振興計画策定委員会の第３回会議

を開催しましたので御報告します。 

当日は、第２回策定委員会において各委員さんから御指摘いただいた事項等

を修正した骨子案をお示ししながら主な修正点を御報告し、合わせて、基本

理念について学校教育課の鈴木指導主事から策定委員さんにパワーポイント

を使って説明しました。 

その後、骨子案について、重ねて御議論いただき、主な内容を報告します。 

まず、「あったかな絆で育む『共育』を目指して」という基本理念に関し、

ある委員さんから「『あったかな』という言葉は市長が好んで使ってはいるが、

使い古されて新鮮味がない。職員は市長の意向を忖度してこの言葉を使って

いるのかも知れないが、別の基本理念を検討していただけないか。」との御意

見をいただき、具体的な案も提示いただきました。 

確かに、市長は「あったかいまち」という言葉を使っておりますが、これ

は市長が理想とする市の姿をイメージした表現ですので、各政策や施策につ

いての計画の中でこの「あったかな」という表現を用いるのは、市長の理想

像を具体化するためには自然な流れであります。「新鮮味」で判断することで

はなく、職員が市長の意向を忖度しているといったことは全くありませんが、

当日は一旦「預かり」という形にさせていただきました。次回、２９日に開

催されます第４回策定委員会で、改めて原案をお示しして御理解いただこう

と思っています。 

その他、所管が文化・スポーツ振興課や協働推進課といった市長部局に移

った分野の扱いについての質問もありました。この分野の記述が手薄になっ

ていることによる御質問かと思われますが、生涯学習社会の構築という観点

から、子どもが生まれて大人になるまでの間の教育を振興計画に盛り込むこ

とを確認しました。 
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社会教育課長 

 

 

大井図書館長 

 

 

 

 

教育長 

 

学校教育課長 

 

 

 

教育長 

山城委員 

学校教育課長 

 

 

山城委員 

 

 

 

教育長 

 

策定委員会の会議は、残すところ後２回となりました。各論中の各施策の

うち、内容が薄い部分を厚くしたり、計画全体の言い回しや誤字脱字のチェ

ック等を行っていく必要があります。残された時間が限られてまいりました

ので、スピード感を持って取り組んでいきます。次回の定例教育委員会は１

１月１７日（火）に開催されますので、その際に教育振興計画の最終案、こ

れはパブリックコメント実施前の最終案を提示したいと考えています。 

 放課後子ども教室について、残す２校、鶴ケ丘小と上野台小で１０月１９

日（月）に開校しました。鶴ケ丘小学校で４０名定員の所３１名、指導員６

名、上野台小学校が５０名定員の所６０名、指導員９名となっています。 

 上福岡図書館と上福岡西公民館図書室が１０月１日から指定管理に運営移

管しました。来館者数について数えられるようになり、土日は１２００人か

ら１３００人で、平日は８５０人から９００人の方が利用されています。 

 貸し出し冊数を見ると夜の利用も多くなっているようです。本の消毒の機

械の設置や鳥の声なども常時流しており委員のみなさんもご利用ください。 

 報道でも話題となっていますが、本市での本の選定は大井の図書館と指定

管理者とで相談しながら責任を持って市が選定しております。 

 ふじみ野市１０周年記念郷土かるたが出来上がりました。少し大きいサイ

ズになっています。今月初旬には各小中学校に配布予定です。小学校には７

セット、中学校には１セットずつの配布です。１月にはかるた大会を開催す

る予定です。 

 今後、市子連でも扱っていただくようになっています。 

 その大きさにした理由は何かあるのですか。 

 大きさについてはいろいろ検討しまして、小学校も含めて字の大きさ、取

りやすさを検討し、はがきサイズが良いという結論に至りこのサイズとなり

ました。 

 郷土かるたからすると倍の大きさで、団体戦ですと良いのですが、個人戦

の場合、郷土かるたは、４６枚で３段に並べます。小さいお子さんですと相

手のコートまで届かないかもしれません。個人で行った時に届くように並べ

方を考える必要がありますね。 

 これは試作品で、今後本格的にかるた大会となれば、また、サイズも考え

たいと思います。 
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郷土資料館長 

 

 

 

 

中央公民館長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

各委員 

教育長 

 

 

（１９時３０分） 

 ２４日の土曜日からふじみ野市誕生１０周年「戦後の歩み」の特別展を開

催します。戦後７０年、ふじみ野市誕生１０周年ということで、農村地帯で

あった上福岡エリア、大井エリアが戦後７０年の中でどのように変貌してき

たかをご紹介させていただいています。また、合併してからの歩みにもスポ

ットを当てて展示を企画している所です。ぜひお越しください。 

 市民文化祭のご案内です。今週末から１１月１５日までの開催です。市民

の発表の場、交流の場として開催していますので是非ご覧ください。 

 ありがとうございました。 

 続いて、次回の定例教育委員会会議についてです。 

 次回は、平成２７年１１月１７日(火）午後６時３０分から、場所は 増築

棟３階災害対策室を予定しております。 

 なお、傍聴人の数ですが、部屋の規模を考慮し５名までとさせていただき

たいと思いますが、如何でしょうか。 

（各委員了承） 

 それでは、次回教育委員会会議の傍聴人は、先着順に５名を限度とします。 

以上で、平成２７年第１０回定例教育委員会会議を閉会いたします。 

本日はお疲れ様でした。 

 【閉会の宣言】 

  

 


